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はじめに レーザー光を用いた直接描画手法の一つにレーザー誘起前方転写法（Laser induced 

forward transfer；LIFT）がある．LIFT は，レーザー光の波長に対して透明な基材に形成した各種

物質（キャリア）に対して，基材後方からパルスレーザー光を集光・照射することで，照射部の

物質を対向する別の基板に転写する手法であり，同手法を用いることで金属のみならず半導体や

生体物質など各種材料の転写に関する研究が報告されている．形成物質の描画サイズは用いるパ

ルスレーザー光の種類や照射条件，キャリアの種類や厚さなどに依存しているが，これまでに報

告された最小の構造物は 330 nm のクロムドットである[1]．本講演では，フェムト秒パルスレー

ザーを用いて集光条件などの実験条件を詳細に検討することにより，LIFT を用いた微小構造物形

成を目的とする実験を行った． 

実験および結果 LIFT に用いるキャリア物質には，スパッタによりカバーガラス上に堆積した 30 

nmの金属クロム薄膜を用いた．作製したキャリア薄膜をシリコン単結晶基板の上に設置し，その

後方から単一のフェムト秒レーザーパルス（波長 800 nm，パルス幅 100 fs）を対物レンズ（倍率

100 倍，開口数 0.8）を通じて集光・照射することによって転写実験を行った．異なる照射レーザ

ーフルエンスに対して、一定間隔でレーザー照射を行うことによって作製した試料の SEM観察結

果を Fig.1に示す．照射レーザーフルエンス 1.28 J/cm
2の場合（Fig. 1(a)），単一パルスの照射にお

いて，形状が不均一な複数の堆積物が形成されていた．これに対して，照射レーザーフルエンス

0.86 J/cm
2の場合（Fig. 1(b)），所定の場所にクロムの単一微小ドットが形成されていた．このこと

から，LIFT による微小物質の形成のためには適切なレーザーフルエンス条件が存在することが明

らかになった．また，Fig. 1(b)

で得られたドットの直径は約

100 nmと小さく，これは，照射

ビームの優れた横断面強度分布

特性と，精密な光学アライメン

トに起因しているものと思われ

る．その他の実験条件により得

られた結果などの詳細について

は，当日講演にて発表する． 
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Fig. 1 異なるレーザーフルエンスを用いた LIFT により形成

したクロムナノ構造体．（a）1.28 J/cm
2および（b）0.86 J/cm

2． 
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